
サービス費用 

信託銀行の「遺言信託」の仕組み 

「家族を信じて託すことが大切です」 

200,000円 
（公証役場費用・登記料・消費税は別途） 

家族信託なら 遺言作成手続き代行ではなく、 
高い贈与税を避けるために遺言で信託設定できます！ 

① 遺言づくりを助言 

② 証人立会いのもと 
  遺言書を書く 
    (公証役場） 

③ 遺言書の保管を 
   依頼する 

④ 死去   

⑤ 遺族から 
  死去の連絡をする 

⑥ 保管していた 
  遺言書を 見せる 信託銀行 

受託者 
（B：Aの長男） 

 

委託者（A） 受益者 
(C：Aの妻） 

遺言により信託設定 

死亡に伴い財産移転 

監視・監督権 

信託利益の給付 

遺贈とみなして 
相続税課税 

みなし 
相続財産 

受託者 
（B：Aの長男） 

 

委託者の死亡によりCが、受益権取得 

Cの死亡によりBが、受益権取得 


